
６2022年（令和4年）6月15日（水曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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根
釧
圏
（
シ
マ
フ
ク
ロ
圏
）
発
展
推
進
機
構
の
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
通
常
総
会

が
３
日
（
金
）
午
前

時
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

人
が
出
席
し
た
。
ま
た
総
会
終
了
後
に
は
、
釧
路
総
合
振
興
局
・
根
室
振
興
局
、
釧
路
開

発
建
設
部
に
対
し
て
要
望
会
を
実
施
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開会に当たりあいさ

つする濱屋支部長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
日
程
　
６
月

日
（
水
）
午

前

時

▽
場
所
　
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

商
工
振
興
委
員

第
１
回
連
絡
会
議

　
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
釧

路
地
方
支
部
（
濱
屋
宏
隆
支
部

長
）
の
通
常
総
会
が
８
日
（
水
）

午
前

時
よ
り
、
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
濱
屋
支
部
長
は
根
室

で
過
ご
し
た
幼
少
期
や
釧
路
青

年
会
議
所
の
理
事
長
と
し
て
の

経
験
か
ら
領
土
返
還
へ
の
想
い

を
述
べ
「
北
方
領
土
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
が
、
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
重

さ
を
受
け
止
め
、
我
が
国
の
固

有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
返

還
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後

釧
路
総
合
振
興
局
の
菅
原
裕
之

局
長
と
釧
路
市
の
蝦
名
大
也
市

長
よ
り
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
３
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
令
和

４
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
マ
ル
経
資
金
は
、
商
工
会
議

所
や
商
工
会
な
ど
の
経
営
指
導

を
受
け
て
い
る
小
規
模
事
業
者

が
経
営
改
善
に
必
要
な
資
金
を

無
担
保
・
無
利
子
で
利
用
で
き

る
制
度
で
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い

る
事
業
者
に
対
し
、
制
度
が
拡

充
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
通
常
の

融
資
限
度
額
と
別
枠
で
１
０
０

０
万
円
追
加
さ
れ
、
別
枠
に
つ

い
て
当
初
３
年
間
は
通
常
利
率

（
１
日
現
在
１
・

％
）
か
ら

０
・
９
％
引
き
下
げ
と
な
る
ほ

か
、
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、

当
初
３
年
間
が
実
質
無
利
子
と

な
る
特
別
利
子
補
給
制
度
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
地
域
振
興

部
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

マ
ル
経
資
金
を

活
用
く
だ
さ
い

今後の活動について意見を

交わした会議

　
北
海
道
大
学
が
代
表
機
関
を

務
め
る
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
食
料
生
産
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
拠
点
（
＝
北
大
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
）
」

事
業
の
会
議
が
５
月

日
（
火
）

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　
本
事
業
は
、
北
海
道
を
拠
点

に
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用

し
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
」
の

面
か
ら
自
立
的
な
分
散
型
社
会

の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
、
当

所
商
事
・
工
礦
業
・
運
輸
交
通
部

会
で
運
営
す
る
「
釧
路
地
域
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」
も
参

画
し
て
い
る
。

　
釧
路
で
の
開
催
は
２
回
目

で
、
市
や
参
画

企
業
・
団
体
な

ど

人

が

参

加
。
今
後
の
活

動
を
検
討
す
る

た
め
当
地
域
の

課
題
解
決
や
魅

力
向
上
に
何
が

必
要
か
意
見
交

換
し
た
の
ち
、

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
情
報

提
供
が
行
わ
れ
た
。

　
な
お
、
本
事
業
の
活
動
は

下
記
Ｑ
Ｒ

の
サ
イ
ト

な
ど
で
随

時
発
信
し

て
い
る
。

昨年度の事業報告や今年度の事業が

審議された総会

根室・釧路管内の懸案事項解決に向けて

あいさつする栗林代表幹事

まちづくり計画について説明を

受けた合同委員会
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当
機
構
は
、
根
室
・
釧
路
管

内
２
つ
の
商
工
会
議
所
と

の

商
工
会
で
構
成
さ
れ
、
根
室
・

釧
路
圏
の
懸
案
事
項
解
決
に
向

け
て
、
両
圏
域
の
力
を
結
集
し
、

地
域
課
題
の
早
期
解
決
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
お

り
、
根
室
商
工
会
議
所
の
山
本

連
治
郎
会
頭
と
当
所
の
栗
林
定

正
会
頭
が
代
表
幹
事
を
務
め
て

い
る
。

　
冒
頭
、
栗
林
代
表
幹
事
が
「
長

年
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
た
北

海
道
横
断
自
動
車
道
路
『
阿
寒

―
釧
路
西
』
間
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
令
和
６
年
度
開
通
が

決
ま
る
な
ど
、
整
備
が
進
む
こ

と
で
物
流
の
効
率
化
や
観
光
産

業
の
振
興
な
ど
様
々
な
効
果
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
今
後
も
地

域
の
懸
案
事
項
解
決
へ
向
け
て

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
議
事
で
は
、
令
和
３
年
度
の

事
業
報
告
な
ど
に
続
い
て
、
令

和
４
年
度
の
要
望
項
目
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
長
期
化
に
伴
う
中

小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
事
業

継
続
支
援
を
は
じ
め
、
道
路
整

備
に
必
要
な
予
算
の
確
保
、
北

海
道
横
断
自
動
車
道
根
室
線

『
阿
寒
Ｉ
Ｃ
―
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
』

間
の
令
和
６
年
度
開
通
に
向
け

た
確
実
な
事
業
の
実
施
、
北
海

道
横
断
自
動
車
道
根
室
線
『
別

保
―
温
根
沼
間
』
の
整
備
促
進
、

水
産
業
の
振
興
な
ど
、
社
会
基

盤
や
産
業
基
盤
の
充
実
に
向
け

た

項
目
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、
来
賓
を

代
表
し
て
、
釧
路
総
合
振
興
局

の
菅
原
裕
之
局
長
よ
り
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

　
総
会
後
に
行
わ
れ
た
地
元
関

係
機
関
へ
の
要
望
会
で
は
、
栗

林
代
表
幹
事
と
山
本
代
表
幹
事

か
ら
、
菅
原
局
長
ら
へ
要
望
書

を
手
渡
し
、
根
室
・
釧
路
圏
の

懸
案
事
項
解
決
へ
向
け
て
協
力

を
求
め
た
。

　
ま
た
、
釧
路
開
発
建
設
部
で

の
要
望
会
で
は
、
井
上
勝
伸
部

長
に
要
望
書
を
手
交
し
た
の

ち
、
開
建
か
ら
要
望
項
目
の
取

り
組
み
状
況
な
ど
が
説
明
さ

れ
、
今
後
も
官
民
が
一
体
と
な

り
、
管
内
の
課
題
解
決
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
当
所
女
性
会
（
吉
田
敦
子
会

長
）
の
定
時
総
会
が
５
月

日

（
火
）
午
後
６
時
よ
り
釧
路
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、

人
が
出
席

し
た
。

　
女
性
会
は
会
員
事
業
所
の
女

性
経
営
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
、

会
員
相
互
の
啓
発
・
親
睦
や
地

域
経
済
の
振
興
発
展
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
。

　
冒
頭
、
吉
田
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
「
道
内
３
番
目
に
創
立
さ

れ
た
当
会
は
来
年

周
年
を
迎

え
、
そ
の
年
月
の
重
み
を
感
じ

て
い
る
」
と
永
年
に
わ
た
り
運

営
に
尽
力
し
て
き
た
歴
代
メ
ン

バ
ー
へ
敬
意
を
表
し
、
会
員
に

対
し

周
年
に
向
け
一
致
団
結

を
呼
び
か
け
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
３
年
度
の

事
業
・
収
支
決
算
報
告
や
令
和

４
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予

算
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
、
引
き
続
き
会
員

増
強
に
努
め
る
ほ
か
、
各
種
研

修
会
・
例
会
や
釧
路
川
リ
バ
ー

サ
イ
ド
で
の
植
栽
事
業
、
来
年

度
の
創
立

周
年
へ
向
け
た
実

行
委
員
会
の
組
織
化
な
ど
積
極

的
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
３
年
振
り
に
開
催
さ
れ
る

道
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
や
全
国

大
会
な
ど
へ
の
参
加
も
計
画
し

て
い
る
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、
新
た
に

入
会
し
た
会
員
へ
バ
ッ
ジ
の
授

与
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
懇
談
会

が
開
か
れ
交
流
を
深
め
た
。

　
当
所
の
鉄
道
高
架
事
業
推
進

特
別
委
員
会
（
白
崎
義
章
委
員

長
）
と
地
域
開
発
委
員
会
（
杉

村
荘
平
委
員
長
）
は
、
５
月

日
（
金
）
に
合
同
委
員
会
を
開

催
し
、
釧
路
市
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
の
吉
岡
亨
室
長
を
招
い
て

釧
路
市
都
心
部
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
冒
頭
、
白
崎
委
員
長
は
「
鉄

道
高
架
を
含
む
都
心
部
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
推

進
計
画
の
大
筋
が
見
え
て
き
て

お
り
、
実
現
に
向
け
て
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
動
き
出
し
て
い
る
。

遅
れ
る
こ
と
な
く
、
い
か
に
早

く
進
め
て
い
く
か
も
重
要
で
あ

り
、
各
委
員
の
忌き

憚た

ん

の
な
い
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
委
員
会
で
は
吉
岡
室
長
が
、

車
最
優
先
か
ら
人
と
公
共
交
通

を
中
心
と
し
た
都
心
部
お
よ
び

釧
路
駅
周
辺
の
再
整
備
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
実
態
調
査
を

基
に
要
点
を
具
体
的
に
説
明
し

た
。

　
駅
周
辺
整
備
は
、
鉄
道
高
架

化
に
よ
る
一
体
的
な
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
高
架
下
を
有
効

活
用
し
た
交
通
結
節
機
能
（
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
タ
ク
シ
ー
プ

ー
ル
）
の
整
備
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
複
合
施
設
の

設
置
、
防
災
の
視
点
を
盛
り
込

ん
だ
主
要
道
路
網
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
行
く
。

　
ま
た
、
北
大
通
の
ウ
オ
ー
カ

ブ
ル
化
を
目
指
し
、
道
路
空
間

の
再
構
築
と
歩
行
空
間
の
多
機

能
化
に
向
け
た
整
備
を
行
う
こ

と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
方
針
案

（
た
た
き
台
）
で
、
ま
ち
の
あ

り
方
を
よ
り
具
体
的
に
示
し
、

市
民
か
ら
多
く
の
意
見
を
得
た

い
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
度
は
、
北
大
通

を
利
用
し
た
社
会
実
験
や
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
概
略
設
計
、

北
中
こ
線
橋
の
平
面
化
道
路
の

概
略
設
計
な
ど
を
行
う
予
定
。

　
委
員
か
ら
は
「
単
な
る
鉄
道

高
架
を
行
う
事
業
で
は
な
く
、

防
災
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
複

数
の
事
業
を
並
行
し
て
行
う
都

心
部
の
再
整
備
で
あ
る
こ
と
を

市
民
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
「
老

朽
化
し
た
こ
線
橋
の
架
け
替
え

費
用
と
鉄
道
高
架
と
の
比
較
、

市
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
の
情

報
開
示
が
必
要
」
「
都
心
部
に

必
要
な
都
市
機
能
を
総
動
員
し

て
、
釧
路
の
将
来
に
期
待
が
膨

ら
む
よ
う
に
適
宜
情
報
を
開
示

し
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
」
な

ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。


